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 ジャニーズ事務所の会見についてのＮＨＫコメント 

ジャニーズ事務所は、故ジャニー喜多川氏が性加害を行っていたと認めました。

未成年者に対する悪質な性加害が、長期間にわたって取引企業で行われていたこ

とを深刻に受け止めています。 

ジャニーズ事務所の再発防止特別チームの調査報告書では、「マスメディアから

の批判を受けることがないことから、ジャニーズ事務所が自浄能力を発揮すること

もなく隠蔽体質を強化し、その結果、被害が拡大した」などと指摘しています。この

問題をめぐっては、これまでも週刊誌等でたびたび報じられ、性加害の事実を認定

した東京高等裁判所の判決が２００４年に確定するなどしましたが、ＮＨＫは、当時、

この問題について認識が薄く、その後も、取材を深めてニュースや番組で取り上げ

ることはありませんでした。多くの未成年者が被害にあう中で、メディアとしての役

割を十分に果たしていなかったと自省しています。より深く真実に迫ろうとする姿勢

を改めて徹底し、取材や番組制作に取り組んでまいります。 

ジャニーズ事務所に所属するタレントの起用についても見直すべきだとのご指摘

を受けています。ＮＨＫでは、出演者の起用については、番組の内容や演出に合わ

せて、ふさわしい人を選定してきましたが、今後は、所属事務所の人権を尊重する

姿勢なども考慮して、出演者の起用を検討したいと考えております。ジャニーズ事

務所に対しては、今後の被害者救済や再発防止の取り組みについてＮＨＫとして改

めて詳しく説明を求め、その後も実施状況を注意深く確認してまいります。 

放送業界で人権尊重の考えがより浸透するよう、公共メディア・ＮＨＫとして、取り

組みをさらに徹底してまいります。 
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